
8:30-8:45

清水 千佳子
副学会長、JBCRG常任理事／国立国際医療センター 乳腺・腫瘍内科

Peer Voice（患者さんの声）

Michelle Basco
Breast Cancer Survivor & Advocate, Japan

8:45-9:00

Rakesh Kumar
Breast Cancer in Young Women Foundation, USA / Cancer Research Institute, India

9:00-9:30

座長： 中山 貴寛
大阪国際がんセンター 乳腺内分泌外科

D1-1-1

演者： Jeong Eon Lee　（Samsung Medical Center, Korea）

９：３０-1０：3０

座長： 上野 貴之
がん研究会有明病院 乳腺外科

座長： Rakesh Kumar
Breast Cancer in Young Women Foundation, USA / Cancer Research Institute, India

D1-2-1

演者： 白石 航也
国立がん研究センター 臨床ゲノム解析部門

D1-2-2

演者： Paola Marignani
Dalhousie University, Canada

D1-2-3

演者： 河口 浩介
三重大学医学部附属病院 乳腺センター

10:30-11:30

座長： 北野 敦子
聖路加国際病院 腫瘍内科

座長： Rachelle Panitz
SoBrave, Australia

D1-3-1

演者： Sabhyata Gupta
Medanta-The Medicity, India

D1-3-2

演者： 清水 裕介
藤田医科大学 産婦人科学

D1-3-3

演者： Caroline A. Drukker
Netherlands Cancer Institute, Netherlands

11:30-12:30

座長： 山本 豊
熊本大学病院 乳腺・内分泌外科

座長： Monica Ruggeri
ETOP IBCSG Partners Foundation, Switzerland

D1-4-1

演者： Hee Jeong Kim
Asan Medical Center, Korea

D1-4-2

演者： Marie Jeanne Vrancken Peeters
Netherlands Cancer Institute / Amsterdam University Medical Center, Netherlands

D1-4-3

演者： 御舩 美絵
若年性乳がんサポートコミュニティ Pink Ring

「患者視点から考える臨床研究へのアクセス」

● D1-4 若年乳がんにおける臨床研究の課題

「AYA世代乳がんサバイバーのQOL評価」

「介入研究における研究デザインの課題」

「ゲノム解析から読み解く若年乳がんの発がん機序」

「内分泌かく乱物質への長期低濃度曝露と若年発症乳がんの増加」

「加齢研究の視点からみた若年発症がん：腫瘍免疫環境の再検討」

YWBCH 2026プログラム　１日目：11月14日 （土曜日）　　　　　　※同時通訳あり

開会の辞

「診療の枠を超えたヘルスケアの展開：がん・生殖医療リテラシー向上に向けた多職種連携アプローチ」　　

「リスクに基づく乳がん検診-その課題とは何か？-」

歓迎のご挨拶

● D1-1 疫学

● D1-2 基礎研究・乳がん生物学

● D1-3 乳がん啓発と情報管理　（共催:一般社団法人日本がん・生殖医療学会）

「女性の健康増進と地域連携アプローチ-市民参画を促進するために-」

「若年発症乳がんに関するグローバルヘルスの視点：食事、代謝、および臨床診療への示唆」



12:45-13:45

D1-LS-1

座長： 髙田 正泰
関西医科大学乳腺外科学

演者： Yoon-Sim Yap
National Cancer Centre Singapore, Singapore

12:45-13:45

D1-LS-2

座長： 坂東 裕子
筑波大学附属病院 乳腺・甲状腺・内分泌外科

演者： 小野 麻紀子
東京女子医科大学病院 腫瘍内科

14:00-14:30

座長： Rakesh Kumar
Breast Cancer in Young Women Foundation, USA / Cancer Research Institute, India

 D1-SL-1 演者： Aaron Ciechanover
The Rappaport Family Technion Integrated Cancer Center (TICC), Israel

14:30-15:30

座長： 石黒 洋
埼玉医科大学 国際医療センター 乳腺腫瘍科

座長： Yoon-Sim Yap
National Cancer Centre Singapore, Singapore

D1-5-1

演者： Jens Huober
Cantonal hospital Breast Center St.Gallen, Switzerland

D1-5-2

演者： 増田 紘子
がん・感染症センター 都立駒込病院 乳腺外科

D1-5-3

演者： Shari Goldfarb
Weill Cornell Medical College Memorial Sloan Kettering Cancer Center, USA

1５:３０-1５:５０

15-50-16:20

座長： 二村 学
岐阜大学医学部附属病院 乳腺外科

座長： 山下 年成
神奈川県立がんセンター 乳腺外科

D1-S-1

D1-S-2

16:20-17:20

座長： 坂東 裕子
筑波大学附属病院 乳腺・甲状腺・内分泌外科

座長： Shari Goldfarb
Weill Cornell Medical College Memorial Sloan Kettering Cancer Center, USA

D1-6-1

演者： Monica Ruggeri
ETOP IBCSG Partners Foundation, Switzerland

D1-6-2

演者： Shari Goldfarb
Weill Cornell Medical College Memorial Sloan Kettering Cancer Center, USA

D1-6-3

演者： 鈴木 直
聖マリアンナ医科大学 産婦人科学

17:20-18:00

 D1-SL-2

座長： 戸井 雅和
がん・感染症センター 都立駒込病院

演者： Michael Gnant
Medical University of Vienna / Austrian Breast & Colorectal Cancer Study Group, Austria

「妊娠を希望する乳がん患者における内分泌療法の一時中断戦略：POSITIVE試験アップデート」

「妊娠関連乳がん」

「日本におけるがん・生殖医療の進歩と今後の展望」

● D1-5 若年女性の早期乳がんに対する全身治療の強化と省略化

「若年早期乳がん患者における全身療法：治療選択とサバイバーシップ課題の両立」   ※オンライン

「若年原発乳がん患者の治療選択におけるゲノム・分子情報の役割」

「支持療法におけるアンメットニーズへの挑戦-性腺機能障害と関連する課題-」

● D1-6 妊孕性温存と妊娠関連乳がん

★ 特別招聘講演2 特別招聘講演       ※オンライン

「若年発症乳がんにおける内分泌環境と治療」

"YWBCH 2026 MedPro Publication Excellence Award" 　メドプロ クリニカル・リサーチ

"AYA世代の研究者を応援する特別賞 by AiiA corporation"　アイア株式会社

コーヒーブレイク

● D1-S 優秀ポスター賞 受賞記念シンポジウム

■ ランチョンセミナー 2  （共催：エグザクトサイエンス）　　会場：3302

「閉経前HR陽性HER2陰性乳がんに対する最適治療の追求-現状の課題と今後の展望-」

★ 特別招聘講演1  (ノーベル化学賞受賞者）  （共催:株式会社明治安田総合研究所）      ※オンライン

■ ランチョンセミナー 1　（共催：MSD）　　会場：3301

「若年トリプルネガティブ乳がん患者における治療選択とサバイバーシップ」


